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2016基本要求最終交渉

「残業ゼロ」の「成果」が上がらない場合は、誰がどう責任をとるのか？

産技Ｃ独法化問題について交渉を確認、人給システム等はバリアフリーガイドラインを踏まえる

自治労県職労は1月29日、2016年度基本要求について最終交渉を行いました。（詳細は3頁）

今期交渉の回答を足がかりに、残された継続課題を春闘につなげ、運動や交渉を強化していきます。
＜今期交渉の到達点＞

過重労働の撲滅

・総労働時間短縮に関する話し合いの場については、今年度中に再開させる。
労働安全衛生の課題

・安全衛生委員会の不開催所属については、当局が働きかけをしていく。委員会の運営が形骸化している所属には、労務が各局を通じて指導することを確認。

・本庁の暖房については、一部改善が図られた。

　①勤務時間中の連続運転　②運転期間の拡大（例年12月1日開始のところ11月24日から開始）　③休み明け時は始業15分前から運転
・業務に支障が出ている新庁舎の耐震工事を早期に完了させるため、時間外や土日にも工事を行う対応をしている。

産業技術センター独法化問題
・2月下旬を目途に組合に情報提供し、話し合いを行うことを確認。

行政補助員制度の抜本的見直し
・他の団体がどのように運用しているかを当局が調査する。
ノーマライゼーションの推進

・新人事・給与システム等は、バリアフリーガイドラインを踏まえて調整することを確認。

・新庁舎の耐震工事に合わせ、階段の両側に手すりを設置する。

福利厚生交渉で、「新庁舎にアスベストはない」職員厚生課長が回答
自治労県職労基本要求最終交渉に先立ち、1月25日、福利厚生面の要求前進をめざし、職員厚生課と福利厚生回答交渉を行いました。

主な課題は、①職場環境の改善、②労働安全衛生の確立、③メンタルヘルス対策の強化、④福利厚生事業の充実です。

自治労県職労は、新庁舎の耐震工事に伴う騒音や埃の被害を訴え、アスベストへの不安も質問しました。これに対し職員厚生課長は、「アスベストはない。」と回答しました。
	項　目
	自治労県職労の主張
	労務担当局長の回答要旨（ゴシックは前進回答）

	過重労働・
不払い残業の撲滅
	・過労死水準を超える長時間労働は大きな問題。当局として何が原因だと考えているのか、明らかにせよ。
・なぜ、グループウェアで「在庁」時間の把握をしないのか。傾向を把握し、
問題点が整理されれば、次の手法を考えることができるだろう。
・内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）を抜本的に是正すべき。
・総労働時間短縮に関する話し合いの場について、早急に再開を求める。
	・スマート県庁アクションプランで残業ゼロに向けた取組みを進めるなど、総労働時間の短縮に向け、引き続き努力していく。
・グループウェアの機能を活用することにより、職員の在庁時間の傾向を把握することは可能。所属において事務分担に偏りがないかを確認し、協力体制を図る等には利用することができる。
・財政課にヒアリングを行い、予算編成業務について、いくつかの改善を図った。
・総労働時間短縮に関する話し合いの場については、今年度中にあらためて設ける。

	適正な人員配置
	・減らし過ぎの人員回復を。根拠のない削減は容認できない。
・常態的な超勤職場には、適正な人員配置を。欠員は正規職員をもって早急に解消を。
・職業訓練指導員の欠員補充。
・福祉職（児童相談所、生活保護担当）の大幅増員。
・短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている職場の増員。
・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。
・県税事務所や保健福祉事務所は再編統合に伴い、業務量が増加している。業務に支障が生じないよう必要な人員配置を求める。
	・これまで様々な行革に取り組んできたが、今後は削減中心ではなく、業務量を考慮した上で、職員・組織・仕事の質を向上させ、行政組織の総合力を高め、県民サービスの向上を図る「質的向上」に着目した改革を推進していく。
・職員の採用は、中長期的な観点から計画的に行い、バランスのとれた人員構成にする必要がある。長期雇用にこだわらず、業務の性格に応じて臨任や非常勤、再任用職員を弾力的に任用するなど、効率的な執行体制に努めることも重要。職員の採用は十分に検討し、判断するものと考える。
＜来年度の配分定数について＞
・増要素：スポーツ局の設置、ヘルスケア・ニューフロンティアの推進、インバウンド観光の推進
・減要素：広域幹線道路事業にかかる受託事業の終了、大野山乳牛育成牧場の廃止

	メンタルヘルス対策、労働安全衛生の確立
	・産業医を責任者とする専門家チームによる総合的体制の確立。
・産業医の専任化を求める。
・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握する仕組みを設けること。
・メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議を。
・リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うこと。
・安全衛生委員会の設置・開催は法令を遵守し、活性化を図ること。
・職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても、冷暖房を稼働させること。労働安全衛生法令の遵守は当然の責任。
・新庁舎工事による騒音等が原因で仕事に支障が出ている。早急に対応を。
	・安全衛生委員会の不開催所属については、働きかけていく。委員会の運営が形骸化している実態があれば、労務として各局を通じ所属への指導を徹底する。
・節電も労働安全衛生と密接であり、健康管理に十分配慮しなければならない。関係法令を遵守し、職場環境を維持、労働安全衛生には意を用いる。
・今年度、本庁の暖房について改善を図った。①勤務時間中の連続運転、②運転期間の拡大（例年12月1日開始のところ11月24日から開始）、③休み明け時は、始業15分前からの運転
・新庁舎の耐震工事について、騒音、振動等執務への支障があり、工事中止の依頼も寄せられている。工事を早期に完了させるため、時間外・土日の作業もお願いした。被害状況は所管課が現場で確認。
・全職場でストレスチェックを開始した。検査結果は原則所属ごとに分析し、職場環境の改善を図るために用いる。プライバシーに十分配慮し、有効な方法について必要に応じて話し合う。

	行政システム改革
	・産業技術センター（産技Ｃ）の独法化について、職員の同意も得ずに公務員身分を奪うことは、到底認められない。中小企業を支援するという公的責任の観点からも独法化に反対する。
・産技Ｃと神奈川科学技術アカデミー（ＫＡＳＴ）の統合・独法化について、どのような法的根拠に基づいて実現可能と判断しているか、明らかにせよ。
	・交渉の中でいただいた、独法化の目的、意義、効果についての疑問点は産業労働局に伝えた。法人の定款、勤務条件や服務については2月下旬を目途に情報提供し、話し合いたい。


	臨任・非常勤等の課題
	・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度を抜本的に見直すべき。現臨任制度を参考に登録制とする見直し案を提案する。
・過去に在籍していた所属への採用希望を禁止することは機会均等に反する。
	・国に照会したところ、違法・不適切な対応ではないとの回答をもらったが、他の団体がどのように運用しているか、調査をしてみたい。

	ノーマライゼーションの推進
・個々の職員の状況は意向申告時に把握していく。
	・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。
・混乱が生じている実態を踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を見直すこと。
・人事・給与システム等の抜本的な見直しにあたり、視覚障害者への対応をきちんと行うこと。
	・電話交換職場の委託業務については、法令や契約の趣旨に反しないように適切に対応していかなければならないものである。現場に混乱が生じないよう、視覚障害を持つ電話交換職員の職場においては、管理課を中心に必要な支援に努める。
・人事・給与システム等については、バリアフリーガイドラインを踏まえ、必要な調整を行っている。
・新庁舎の耐震工事に合わせ、階段の両側に手すりを設置する。



◇欠員状況／1月1日現在：202人（　）は昨年10月：195人

　○事務・技術：１８８人（１８１人）　※印は、欠員対応

・一般事務　　　　　９６（９０）※臨任84、非常勤11、日々雇用1

・職業訓練指導員　　２１（２１）※臨任

　・福祉　　　　　　　３５（３４）※臨任

　・保健師　　　　　　　２（　２）※臨任

　・看護師　　　　　　　２（　２）※臨任

　・専任教員　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１

・医師　　　　　　　　５（　５）※臨任１、非常勤３、採用１

・化学　　　　　　　　１（　１）※臨任

・物理　　　　　　　　１（　１）※臨任

・林業　　　　　　　　１（　１）※臨任

・農業　　　　　　　　１（　１）※臨任

・衛生監視　　　　　　１（　１）※臨任

　・温泉監視　　　　　　１（　１）※非常勤

・と畜検査　　　　　　１（　１）※臨任

・化学検査　　　　　　１（　１）※臨任

・歯科衛生士　　　　　２（　２）※臨任

・大学教育　　　　　　１（　１）※採用

　・建築　　　　　　　　１（　１）※臨任

・一般土木　　　　　　８（　８）※臨任

・農業土木　　　　　　２（　２）※臨任
・電気　　　　　　　　２（　２）※臨任

・無線　　　　　　　　１（　１）※臨任
○現　業：１４人（１４人）　※印は、欠員対応
　・調理　　　　　　　　４（　４）※臨任

　・農芸技能　　　　　　２（　２）※非常勤

　・電話交換　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１

　・監視　　　　　　　　４（　４）※非常勤

・動物技能　　　　　　２（　２）※非常勤
◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）

　○退職予定：192人（定年：160、2号勧奨：32）

　○採用予定：Ⅰ種345人、Ⅲ種36人、免許資格職54人（福祉：

28、薬剤師：10、獣医師：5、保健師：7、司書Ａ：4）、

経験者24人（総合土木：12、建設技術／建築：4、電気：8）
◇再任用申出（知事部局のみ）

○申出者96人／対象者153人（フルタイム：73、短時間：23）
スト批准投票を

成功させよう！

投票期間：２月１日（月）～１０日（水）

最終集約：２月１７日（水）
















































2016年度基本要求交渉結果








◇欠員状況／1月1日現在：202人（　）は昨年10月：195人


　○事務・技術：１８８人（１８１人）　※印は、欠員対応


・一般事務　　　　　９６（９０）※臨任84、非常勤11、日々雇用1


・職業訓練指導員　　２１（２１）※臨任


　・福祉　　　　　　　３５（３４）※臨任


　・保健師　　　　　　　２（　２）※臨任


　・看護師　　　　　　　２（　２）※臨任


　・専任教員　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１　


・医師　　　　　　　　５（　５）※臨任１、非常勤３、採用１


・化学　　　　　　　　１（　１）※臨任


・物理　　　　　　　　１（　１）※臨任


・林業　　　　　　　　１（　１）※臨任


・農業　　　　　　　　１（　１）※臨任


・衛生監視　　　　　　１（　１）※臨任


　・温泉監視　　　　　　１（  １）※非常勤


・と畜検査　　　　　　１（　１）※臨任


・化学検査　　　　　　１（　１）※臨任


・歯科衛生士　　　　　２（　２）※臨任


・大学教育　　　　　　１（　１）※採用


　・建築　　　　　　　　１（　１）※臨任


・一般土木　　　　　　８（　８）※臨任


・農業土木　　　　　　２（　２）※臨任


・電気　　　　　　　　２（　２）※臨任


・無線　　　　　　　　１（　１）※臨任


○現　業：１４人（１４人）　※印は、欠員対応


　・調理　　　　　　　　４（　４）※臨任


　・農芸技能　　　　　　２（　２）※非常勤


　・電話交換　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１


　・監視　　　　　　　　４（　４）※非常勤


・動物技能　　　　　　２（　２）※非常勤


◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）


　○退職予定：192人（定年：160、2号勧奨：32）


　○採用予定：Ⅰ種345人、Ⅲ種36人、免許資格職54人（福祉：


28、薬剤師：10、獣医師：5、保健師：7、司書Ａ：4）、


経験者24人（総合土木：12、建設技術／建築：4、電気：8）


◇再任用申出（知事部局のみ）


○申出者96人／対象者153人（フルタイム：73、短時間：23）
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